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帯広畜産大学の取り組み 平成２９年６月

幅広い知識を持ち世界で通用する人材育成のための大学院改組

欧州獣医学教育認証取得による国際通用力強化

世界トップレベルの大学等との国際共同研究や教育交流

運営費交付金再配分率、全国３位

国際安全衛生基準適応の実習環境による人材育成

帯広畜産大学「パラグアイオフイス」を設置
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帯広畜産大学は、農場から食卓までの「食 の 安 全確 保」に係わるグローバル人材の育成により社会に貢献します。
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本学は、平成３０年度から現在の大学院畜産学研究科修士課程・博士前期課程の４専攻を、獣医学と農畜産学を融合した「畜

産科学専攻」の１専攻に、博士後期課程１専攻を４年制の「獣医学専攻」と３年制の「畜産科学専攻」の２専攻に改組します。

　

この改組は、特定分野だけの専門性では解決が難しい課題に対し、農学の幅広い知識と国際的な視点を持って地球規模課

題等を解決できる人材を育成するためのものです。
新たな大学院畜産科学専攻博士前期課程は、学士課程の畜産科学課程６ユニットに相当する６コースと獣医師養成以外の学

士課程を卒業した学生が動物医科学を学ぶ動物医科学コースを含む計７コースを設け、博士後期課程では、分野を横断した科

目を設置して、米国コーネル大学やウイスコンシン大学教員とも連携した教育研究を行い、幅広い人材育成を図ります。

修士課程・博士前期課程

［現
－－
壱
－－－

変更案［

　

畜産科学専攻
◆動物医科学コース
◆家畜生産科学コース
◆環境生態学コース
◆食品科学コース
◆農業経済学コース
◆農業環境工学コース
◆植物生産科学コース

博士後期課程

農学分野

　

岩手大学大学院連合農学研究科に参加

獣医学分野

　

岐阜大学大学院連合獣医学研究科に参加

畜産衛生学分野
帯広畜産大学大学院畜産学研究科

　

畜産衛生学専攻

帯広畜産大学大学院畜産学研究科
畜産科学専攻
獣医学専攻

メゴ ′－；－７

欧州獣医学教育認証取得による国際運用力強化

近年、国境を超えた動物由来感染症への対応や、農林水産物・食品の輸出入の拡大などにより、国際性を備えた獣医学教育

並びに獣医師の養成が求められています。本学と北海道大学とで実施する共同獣医学課程では、両大学の強みや特色を生か

しながら、「獣医学教育の国際化」を念頭においた欧米水準の獣医学教育の実践を行っており、本学では、産業動物臨床や食品

衛生等に重点を置き、北海道大学では、人獣共通感染症や小動物臨床等に重点を置いた教育を行っています。両大学では、共

同で構築した獣医学教育体系が欧米水準の獣医学教育と同等であることを立証するため、欧州協力大学のヘルシンキ大学等

から教員を招晴し事前診断を行うなど、平成３２年の欧州獣医学教育認証取得を目指しています。

獣医学教育における両大学の強み
帯広畜産大学畜産学部

　　

、

　　　　　

　 　 　　　
　　　
　　
　　　　
　

　

　　　

　

　　

　　　　　　　

　　　　　　　　　　　

　　
　　
　　

　　　　　　　

産業動物臨床 メ

　

ト

ｒ

　

伴侶動物

　

１｝）

＼
、
臨床
′ウマ病院

　

産業動
．
物病院

　

＼

　　　

÷ウマ病院

三上

、
コア「

往 診

　　　　

　　　　

　

　

北海道大学獣医学部

　　　　

１ミ

　

食 品 衛 生

／

　

ｒ

　

一一

　

環境科学

　

－

　　　　　　　　

｛

　　

応用研究ーｒ

　

基礎研究

　

トー－－、

＾

　　

． 」
ー原虫病研究センター〕「動物．食品検査診断センターｌ

　

　　　　　　　　　　　　　　

　

た曾
副網
【

で

　　
　　　
　　　

伴侶動物臨床 ｒ－－懸崖ーｒ‐愛き，き

　

　 　 　　　　　　　　

　　

　

　

　

　

　　 　　　　

　

　

　

　　

　

　

　　　　

ｒ／・′
「「ｒ

　　　　　　　　

ー，，、‐

　　

　　

　

　

ー三一は 環境科学
ｉ

　　　

、

　　　　　

Ｌ、，ｒ

　　　　　　　

：

　

応用研究

　

）

　　

墓礎研究

　　　

、

人獣共通感染症リサーチセンターｒ



「

　　　　　

＝＝＝－””＝－－－－”＝＝”＝＝・

　　　　　　　　　　　

＝Ｊーんー

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

ノ

　　　

ー

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

ｖ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

‐【

　　　　　　

ｒ

　

字

　　

．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　

　

　　　　

　

ｍ

　　　　　　　　

十

　　　　　　　　　　　　

０

　　　　　　　　　　

．十

　　　　　　　　　　

十ｍ”十

　　　　　　　

一

　

…”■‐１－ＡＭ一↓］

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

ー白

　

雪な

　　　

　 　

　　　

　　

　　　　　　　　

　

　　　　　　　　　　

　

　　　　　　　　

　

　　　　

　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　

　　　　

　　

　

　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　 　　

　

　

　

一”

　

１

　

′

　

ｆ

　

Ｔ十””ハ．”■“－柵“＝間“十ｍ”ｒｌ叩

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　

　　　　　　　　　　　　　　　　　

‐

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

‐－‐‐‐‐－－・

　　　　　　　

－－－－１－－－－－－－－－－－－－－－－－－‐‐‐ＩＬ‐′ＩＪ－－－－

　

＝＝－－・＝－＝－－・・・・－・

　

・－－・・・

　　　　

・・－－

　

・・・

　　　　

－－・・・・－“－－－－‐‐－

　　　　　　　　　

－

　　　　　　　　　　

．

　

えザドご塾ｙ′－－－－－－Ｕ－－－－－・－

　

ノ

本学は、平成２７年度に「グローバルアグロメディシン研究センター」を設置し、世界トップレベルの米国コーネル大学及び

米国ウィスコンシン大学との国際共同研究、招晴外国人教員による特別講義を実施しているほか、両大学へ教員を派遣し、食

と動物に係る世界の諸課題の解決に貢献しています。また、昨年度はコーネル大学で毎年開催されているワークショップと

同様の内容を本学で実施するなど、特色ある教育プログラムの導入と新たな国際共同研究が行われました。このような両大

学との交流等により本学と海外大学との国際共著率が大幅に上昇しました。

　

【獣医学分野】
米国コーネル大学
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【農畜産学分野】

米国ウイスコンシン大学
Ｈ２６．９協定締結

帰国報告会
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映
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率
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： ９０％以上
減

　

額

　

（４５大学）

９０％以上

９０％未満

グローバルアグロメディシン研究センター
■獣医・農畜産融合の国際共同研究を推進
■食と動物に係る世界の諸課題の解決に貢献

Ｕ．Ｓ．ＮＥＷＳＢＥＳＴＧＲＡＤＳＣＨＯＯＬＳ
（ＶｅｔｅｒｉｎａｔｙＭｅｄｕｃｕｎｅ）全米１位

研究者グループ

　

招晴等
獣医学
研究部門

農畜産学
研究部門

研究者グループ

　

招聴等 ＱＳＷｏｒｌｄＵｎｉｖｅ「ｓｉｔｙＲａｎｋｉｎ９ｓ

　

（Ａ９ｒｉｃｕｌｔｕｒｅ）世界４位

　　　　

‐

　

教育への還元－

　

－－

畜産学部・畜産学研究科

■米国大学の優れた研究者の講義・セミナー
■米国教育プログラムへの学生の派遣・帰国報告会
■米国教育プログラムの学部・研究科への導入

　

文部科学省は、平成２８年度から運営費交付金総額の約１％に当たる約１００億円を各大学から拠出させ、評価結果に応じて

再配分する制度を実施しています。各国立大学は、（１）人材育成や課題解決による地域貢献、（２）強み・特色ある分野の教育研

究、（３）世界で卓越した教育研究の３つの枠組みから、目指す方向性を選択することとなり、本学は（１）の地域貢献を選択し、大

学の機能強化を進めています。平成２８年度全国１位の高評価に引き続き、平成２９年度は全国３位の再配分率１１１，７％となり

ました。

　

今年度においても、本学は、「食を支え、くらしを守る人材の育成」を通じて、地域及び国際社会に貢献することを目標に掲

げ、農畜産業及びその関連分野の専門知識・技術の教育研究を通して、国際性のある人材育成を目指していきます。
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１１０％未満
１００％以上

２５大学

２２大学

５大学

１１３，０％
１１３，０％
１１１．７％ 東京医科歯科
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５大学

７大学

２大学

等の取組が評価

　

き 再配分率が全国３位

世界水準
（１６大学）

７大学

６大学

３大学

コ共同研究・受託研究を年平均１３０件以上実施
：Ｌニーコ社会人学び直し事業を倍増
：ニーｉ全教員に年俸制適用
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原虫病研究センターと動物・食品検査診断センターの２施設においては、試験所能力を国際的に証明する「ＩＳＯ／ＩＥＣ１７０２５：

２００５」の認定を、畜産フイールド科学センターの搾乳施設及び食品加工実習施設の屠畜・解体施設においては、食品安全マネ

ジメントシステムの国際規格である「ＩＳ０２２０００：２００５」の認証を取得しました。

　

これにより、原虫病研究センターでは、動物疾病の診断（確定診断）
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生産から流通・消費に至る様々な危害に対応する教育研究拠点、大学
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内検査拠点として、「食品衛生検査指針微生物編による－般生菌数試
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験」に関する認定検査などを提供していきます。
今後は・これらの国際認定された検査能力を教育胃研究活動へ展開
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座
するとともに、本分野の先駆者として社会・地域産業へ貢献して行き

ます。
「ＩＳＯ／ＩＥＣ１７０２５：２００５」認定（楯）

帯広畜産大学「パラグアイオフイス」を設置
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平成２８年１２月、南米パラグアイ国の日系セタパール財団内において、本学のパラグアイオフイス開所式を挙行しました。
本学と南米パラグアイ国との交流は、昭和５７年に」１ＣＡ技術協力プロジェクト「パラグアイ／家畜繁殖改善計画」に専門家を

派遣したことを契機に、昭和６１年にはアスンシオン大学と学術交流

る「イタプア県小規模酪農家強化プロジェクト」を実施しています。馨霊園馨璽霊園野詩達１響き灘
教育研究交流、国際貢献活動をさらに充実するため、パラグアイオ に認

識嚢
凝
滞 輯 導きＦ凝 議醤諺蔓費踏襲腐 纂≧一 驚豊三一際，ふもて索査し、本学と同国の教育研究交流の拡大に努めます。

パラグアイオフイス看板除幕式

帯広畜産大学の概要
囲 大学の沿革

昭和１６年４月

昭和２４年５月

平成「６年４月

帯広高等獣医学校

帯広畜産大学

国立大学法人帯広畜産大学
畜産学部（共同獣医学課程、畜産科学課程）

大学院畜産学研究科修士課程、博士前期後期課程）
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圏 留学生数 ※平成２９年５月１日現在
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帯広畜産大学広報室
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